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：：

ゆ

宵

辟

の

著

述

は

、

同

氏

が

滞

獨

當

時

の

.新

聞

紙

を

資

料

と

し

た

國

民

革

命

の

過

程

の

解

剖

で

あ

る

g

に

ミ

て 

は

、
：
邦

.
文

：
文

献

中

の

唯

一

の

も

の

，
で

.
あ

'
ら

う

0 

:

.

.
落

，
ぼ

.
更

樹

氏

，
譯

や

一

，
，
.

「

ヒ

ナ

ラ

.
ア

.
の

戰

傑

」

は

、

■ 

>
-

‘1
4
,  

v
:
3

§

nf h

 

きe
r  

R
a

d
ls

ta
g

s
b

ぶn
d

 

u
n

d

 

H
itie

マT
e

rro
r,  

w
a
s
e
l  

1
9
3
3

の

：
旧

譯

で

-
^
、
り

、

！

！

文

は

迎

讀

し
：：：

や

う

で

あ

る

。

;

こ

れ

え

隙

述

し

て

見

る

ベ

.
f

の

は

、

餘

木

束

民

氏

の

「

ナ

チ

ス

の

國

を

見

る

」
で

t

o

こ

の

書

も

、

鈴

木

氏

が

靈

當

時

親

し
 

.く

見

聞

し

た

と

こ

ろ

を

霊

と

し

て

書

か

れ

た

も

の

で

t

o

 

I

堂

焚

事

t

び

そ

の

公

制

を

ホ

心

と

し

た

1

1

^

を

§
§
K
n
s
m
m
m
l
s
s
m
m
t
s
t
l
s
f
M
&
n
m
m
f
t
m
»
s
f

G

他
ユ
グ
ヤ
人
こ-
對
す
る
ギ
イ
コ
ヶ
ト
、.ナ
チ
ス
の
焚
書
、
ナ
チ
ス
內
部
の
對
立
等
に
關
す
ス
.記
事
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の.黯
で
は
、
前 

記
四
{呂
氏
の
著
述
と
同
じ
题

211

を

對

象

：
と

，
し

'て
#

か
れ
た
も
の
が
多
レ
。
興
味
を
中
心
と
し
て
讚
み
得
る
本
で
は
あ
る
が
、
單
に
與
咏

 

中
心
ば
か
り
で
は
な
く
、
ナ
チ
ス
に
對
す
る
著
者
の
批
制
的
態
度
を
吾
々
は
ょ
く
了
解
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
單
な
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

 

'
チ
.
ッ
ク
の
著
書
で
は
な
い
。
と
の
議
事
堂
放
火
事
件
の
反
ナ
チ
ス
的
記
述
を
、

#

々
は
次
の
書
に
お
い
て
、
熊
細
に
見
る
こ
と
が
出
來

 

，
る

。

、

15, 

T
h
e

 

second 

B
r
o
w
n

 

B
o
o
k

 of the 

s
t
l
e
r

 

Terror. 

T
h
e

 

Reichtag 

H
r
e

 

Trial 
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y

 

G
c
o
r
g
i
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i
m
i
t
r
o
v
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F
o
r
w
a
r
d

 b
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D
.
N
,

 

pritt. 

N
o

 
ガ on 

N
az
i 

M
u
r
d
e
r
s

 

b
y

 Lion 

Feuchtwanger. 

L
o
n
d
o
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193 
チ 

こ
れ
は
猫
一
補
色
本
s

編
，で
あ
り
、
議
事
堂
放
火
事
件
の
裁
判
を
中
心
と
し
て
、
主
と
し
て
同
事
件
被
吿
で
あ
る
ド
イ
ツ
共
廣
黨 

，..書
記
提
ト
ル
グ
ラ
ナ
並
に
ハ
ン
ガ
リ
共
產
黨
員
で
當
時
伯
林
へ
：亡
命
：，し
て
：ゐ
た
ゲ
'オ
ル
ギ
イ

• 

♦チ
ィ
ミ
ト
ロ
.ク
の
栽
判
：に
お
け
る
供
述 

を
中
心
と
し
て
、
編
凝
せ
ら
れ
、

V

結
局
.に
お
'v
v
>
.
ナ
チ
ス
が
す
ラ
ン
、夕
共
産
黨
員
と
稱
す
る
ヴ
て
ン
•
一
ア
ア

•
：

ル
：ジ
ベ
を
-ド
イ
ツ
共
‘産 

.

黨
と
の
共
犯
者
と
し
て
作
り
.上
げ
た
と
と
.を
暴
露
し
た
A

の

で

，
あ

る

。

前

記

餘

本

東

民

氏

，
の

.著
述
と
そ
の
立
場
を
同
じ
く
し
て
ゐ
る
。

般
的
に
.ナ
5
.

を
批
刺
し
た
も
の
と
し
セ
は
、.次
0

著
書
が
あ
る
。

H
 

‘ 

.

.16. 

P

 Michaelis, 

-
H
- Michaelisrv^, 

0. 

s
o
m
i
n

ごDie 

Brau
n
e 

Kultur. 

E
i
n

 

Dojopentenspiege

て ZUrich 

1934. 

1.7. 

R
o
y

 

Pascal, 

T
h
e

 

ISfazi 

Dictatorship. 

?-ondo^ 1,934,

18. 

Robert: D
ホ！！，

G
e
r
m
a
n
y

 ul̂
lmasked.,. 

L
’ondon 

1
9
3
f

 

,
 

,

.

.

.

1

ぬ
.Peter a

n
d
.
I
r
m
a

 

Ftroff. 

Th,e 

S

まe.t ,of 

Hitl

ぶ
ーs Victory 

L
o
n
d
o
n

 

1934.'

ツ
：v
r招
色
文
化」

と
稱
す
る
著
述
.は
、
‘ナ
t

.
治
下
の
譜
文
化
•宗
教
•敎
有
•裁
制
？
藝
庸
み
婦
人
等
の
問
題
に
關
す
る
：
.ナ
チ
ス
の
哪
®
な

.
ナ
チ
ス
文
献
.
雜

考

 

一
三七

(

三
0 

C



陽

ナ
チ
ス
文
被
糊
糸/ 

! ニ！
*
!
^
, (H

o
j
1
>

政
银
^
2
^
:
^

指
摘
し
た
も
り
で
、
こ
れ
ら
の
，方
面
わ
文
教
：

.少

.い
：と
き
藏
だ
參#
と
^
る̂
^
ホ
や
あ
る
。
文
化
關
係
に
お
け
る
，

「

揭
色
本」

と 

い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
パ
ス
カ
ル
の

「

ナ
チ
獨
裁」

-は
、
ナ
チ
ス
が
獨
お
資
本
の
政
：策
と
し
て
今
日
に
い
た
る
.ま
で
、
そ
の
忠
實
な
從
僕 

と
しV

奉
仕
し
て
.來
た
こ
と
を
記m

し
た
も
の
.で
、
著
者
は
ヶ
シ
プ
リ
ッ
デ
大
學
の
獨
逸
語
講
師
で
あ
る
と
い
ふ
が
、
よ
く
經
濟
理
論 

的
カ
两
に
も
通
じ
て
ゐ
る
。こ
の
著
書
は
ナ
チK,

を
根
本
的
に
批
判
す
る
場
合
の
參
考
と
な
る
。
英
文
も
甚
だ
簡
明
で
了
解
に
苦
し
む 

や
ぅ
な
こ
と
は
な5
0
 

ロ
バ
ア
ト
一
，
デ
ル

：

の
著
誉
も
ま
た
ヒ
ッ
ト
ラ
：ア
治
下
の
政
策
を
！

^
ホ
チ
ス
：の
立
場
か
ら
書
い
た
も
の
：で
あ
る。. 

最
後
の
ぺ
ト
ロ
ゾ-の
廣
臀
は
、
ド
イ
ツ
勞
働
蓮
動
が
ナ
；チ

K

の
た
：め
：に
如
何
に
沒
落
せ
し
め
ら
れ
た
か
を
書

5

た
も
の
で
、
現
在
こ
そ
、 

ド
イ
ツ
勞
働
者
階
級
は
ナ
チ
ス.治
下

に

沖

跨

し

：て
ゐ
，
る
，が

、

K

れ
に
對
す
る
‘反
抗
蓮
：動
は
必
す
起
る
み
し
と
論
じ
て'わ
る
。

，

- 「

ナ
チ
ス
：
の
法
維
し
は
叫
入
の
：著

者

達

が

を

：
の

#
門
部13:

に
應
た
セ'、
：
公

法'
:
•
ま
律
•
刑
法
> 
廣
侧
在
制
の.g

郁C

に
お
け
る
ナ
チ
ス 

法
.制
を
記
述
論
評
し
た
も
の
で
、
：こ.の
方
面
に
，文

献

の

飛

も

少

：：

か
；
日

本

で

は
"

V

多
.大
，
の'.參
者

と

，な

る

こ

と

は

碰

實

.で
あ
：
る̂ ̂

 ̂

.

.

ナ
チ
ス
が
反
ユ
グ
ヤ
主
義
で
あ
る
と
と
は
最
も
明
白
で
あ
り
、
，ナ
チ
ス

.が
^
|
れ
と
共
産
.主
義
と
を
給
び
付
け
て
人
額
的
僧
悪
を
ユ
ダ

 

ヤ
人
に
與
ぺ
、jV

れ
に
よ
つ
‘て
、
糖
々
な
國
内
的
並
に
對
外
的
問
題
を
、こ
の

，ユ

グ

ヤ

人

.間
題
の
中
.に
解
消
し
や
ぅ
と
し
て
ゐ
る
と
と

 

は
事
賞
で
あ
る0
.
ナ
チ
ス
に
よ
れ
ば
、1

九

I

A

年
の
革
♦

以
來
の
ド
イ
ツ
の
歷
史
は
ユ
ダ
ヤ
人
ま
配
の
藤
史
で
あ
る
と
す
る
の
が
、

 

そ
の
.公
式
で
あ
る
。
故
に
、
國
民
革
命
に
：

S

た
.る
ま
で
の
ナ
チ
ス
的
歷
史
に
は
必.す
‘ユ
グ
ヤ
的
要
素
の
支
配
め.こ
：と
が
書
か
れ
て.ゐ
る
。
 

こ

わ

立

場

：
：
に

つ

.S

て
筆
者
は
次
の
論
稿
を
書
い
た
？

，：

.
；
？
；

ナ
チ
ス
と
民
族•

人
®
問
題
：
日
本
社
會
學
年
報
第

H

輯

.，
戾

族

と

國

家
. 

'

.

.か
く
の
如
.き
意
：味

の.ユ
グ
ヤ
人
問
®
に
.關
す
る
著
述
：に
は
最
近
次
の
如'き
も
：
の
を
入
手
し
た

.0

,

l

i

i

n

i

20. 

F

ド
 

0. 

H

ンSchulz,̂

 -Jude und, A
r
b
e
%
r
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. 

Ei

巧
.

Abschnltt >
u

タd
e
r

,
 T
rag5di

ぐ 

s
 

:deT̂
t̂
beIT̂

 
YOIkes, 

- Heraus- 

gegeben v
o
m

 

Institdt. 

z
i
. St

u
d
i
u
m

 'der/Judenfra

タ
'
 in' .Zu: ammenarbeit mit 

der:.Antikomintep-: 
(
G
e
s
a
m
t
y
e

マ 

ba.nd:.,.dentscher antikommunisti.scher. vereinigllngenv Berlin 

1934.

2:1.. 

H
e
i
i
.

 Fehst, 

Bolschewismus n
n
d

 Judentum. 

D
a
s

 

jlidisohe Elen^enj in de Fiihrerscli

ぷ des B
olsc

h
e
w
i
s
I
S
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Berlin. 1934.

:

前

紫

は

、
；：
ド

イ

ク

勞

働

述

励

史

わ

：初

明

か

ら

V
マ
，.ル
ク
.ス
、
，
ラ.ツ
サ
プ

：.4.

の

時

代

を

輕

H
、：.

.，
ポ

探

戰

爭

に

S

た
へ
更
ら
に
ワ
イ
マ 

ア
ル
憲
法
治
下
の
：
ド
：イ
ツ

勞

S

逸
M
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
指
導
者
を
指
摘
獨
部
し
た
も

§
;

で
#
ま

卷

^
の̂
；こ
め
問
題
に
關
す
る
文
献" 

は
®
だ
便
利
で
，あ
る
。
ノ
フ-
ス
ト

の

著

错

は

、
，
ロ
シ
：
ア

共

産

霧

に

.お
：け
る
キ
グ
ヤ
的
要
素
を
研
ま
し
た
も
の
：で
、
直
接
ド
イ
ツ
に
は
遞 

係
が
な
い
。
反
ユ
ダ
ヤ
ホ

S

に
お
い
，て
、
：こ
れ
ら
め
著
書
と.：同
じ

立

場

に

：あ

る

最

敢

の

.邦
文
文
献
ま
の
も
の
で
'
♦
ま

ニ
ニ 

：
安
江
仙
弘
夢
ま
太.の
人
.タ
f
 

: 

.V
-.
,- 

 ̂

;  V
.
:

..:;,:ゾ
；

7

こ
：の
著
書
は
、
.：ユ
ダ
ヤ
人
問
題
全
般
を
反
：キ
グ
ヤ
主
義
の
立
場
か
ら
論
じ
て
ゐ
る
。
：
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
間
题

2

章
も
お

■
 

■ 

• 

. 

■ 

■ 

■

る 

0 

'
.
V

ネ
グ
ヤ
人
間
題
に
ウ

，5

て
は
、
多
く
が
書
か
れ
て
ゐ
る
が
、
.，
ナ
チ
ス.清
.下
‘の
k
ダ
：そ
人
追
害
に
..タ
レ
て
の.廣
饥

な

記

述

は

次

の

ふ

：の

­

が
灌
戚
で
あ
ら
う
。
：

v:;:v 

ス

卞

2
3
.
,
.Das 

S
c
hwarzbuch 

Tatsachen':.,und. 

D
o
k
u
m
e
n
t
e

 .Die 

Lage. <5er Juden :in,

ぺDell̂
lschland..:.1.933, ......Hejrausgegeben

V 

V

I
 

c
o
r
n
s

 

des 

D€1

露ations 

Juives, 

Paris; 1934.

こ
の
書
：̂
?宗
敎
界
•行
政
发
び
司
法
宜
廳•保
健
事
業
•敎
盲
•經
濟
A
術
，
映
寒
渐
脚
•及
び
社
含
些
沿
の
す
べ
：
て

の

方

掘

.に
渉
る

ネ
チ
ス
泰
雜
考

1

H
.九

(

ニ
 1211)
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v

ス
：文
撒
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1

掛

ひ

(111

ひS
D

ユ
ダ
ヤ
人
追
害
め
第
實
を
攀
げ
た
も：Pで
い
：

f ：;

第
.

Ir

榻
色
本
し
め
，：：

rl

ダ
サ
人
迫
害
問
題
に
關
す
る.郁
遺
で
あ
る
と5 ,

ふ
こ
と
が
出
來
る
と

思
ふ
0 
r
: 

V
, 

ハ：>.一‘：，：
：
 

.，
：：
 

> 

:- 

.

ン
，
.
.
V 

:.
.

:y

ニ
.
.
-
.
.
、 

- 

% 

V
'
.
.
.
-
.
. 

ニ

.

.

.
、
'
.
.
. 

>
.
*
.
.
. 

,

:
經
濟
に
關
す
ホ
面
で
入
手
し
得
た
も
の
は
次
の
如
‘き

も

の

：
で

あ

.つ

た

。

24,, 

W
a
l
t
e
r

 : weddigen,' 
Grundriss 

der 

Wirtschaftstheorie 

untei; besondeliel;'wel;ucksichtisng 

der 

くolkswirt-

a schaft. 

Jena 

1

ぬ3 
み
.

25, 

: Gottfried. 

Feder, 

Wirtsdiaftsflihrung i
m

 

dritten Reich. 

Berlin 

1
9
3
4
.

:

•:

や
チ
デ
ィ
ゲ
ン
の
，著
書
は
、
躯
濟
原
論
で
あ
つ

て
."

，牧
盤
論
並
.に
分
配
論
に
分
：

4

て
>
^
<
?
0
奢
者
は
、
社
會
主
義
と
自
由
主
義
と
を 

,‘t
兄
服
す
る
終
濟
舉
を
提
供
せ
ん
と
い
：つ
て.ゐ
る
。
閑
を
得
.て
；薛

細

な

紹

介

.批

判

を

試

み

た

い

と

思

つ

て

ゐ

る

。
他

，の

ニ

書

は

、

ナ
チ
ス 

政

策

：
の
：
簡

取

な

，解

，說

た

る

に

业

ま

：
つ

，
て

ゐ

る

。

こ

れ

ら

の

.方

面

に

お
い
て
、
從
來
ド
イ
ツ
經
濟
學
界
の
宿
普
と
せ
ら
れ
た

一
1

人
の
學
者 

が
各
.々
普
迷
.
.
^
.
し
て
☆
る
0
ゾ
ム
バ
ァ
ト
と
.、ゴ
ッ
ト
，ルI
オ
ッ
ト
リ
リ
エ
ン
ク

H.

ル
ト
で
あ
る
々

27、
. W

e
m
e
r

 

S
o
m

びart, 

Deutscher 

sozlalismus. 

Berlin-1
9
3

谷
•.

28. 

Friedrich 

V, 

Gotu>ottlilienfeld. 

Zeitf

ぶg
e

 

der 

Wirtschaft, 
obel; 

Bolsch.ewismus, 

Aut
a
r
k
i
e

 

u
n
d

 

deutschen 

JDOzialismus. 

werlin 

1
9
3

ナ 

-■

ゾ
ム
バ
ァ
ト
の

「

ド
イ
ツ
社
會
生
義

」

は
.ナ
チ
.ス
め
侧
か
ら
は
種
々
批
制
さ
れ
た
や
ぅ
で
あ
る
が
、
吾
々
か
ら
見
れ
ば
、
彼
：も
ま
た 

ナ
チ
ス
的
1

に
屬
す
ベ
-寒
维
：.で
，
：
^
'
る
0
旣

：に「

英

雄

と

商

人

」(
J:

九
：

一

.冗
年)

：
に

お

い

て

、

ド

イ

ツ

國

粹

主

義

を

宣

言

し

た

彼

，
で
あ

り

、「

プa

レ

タ

リヤ
社
會
主
義」 (

！

九
ニ
六年

： }

に
お
い
て
、

マ
ル
ク
ス
主
義
と
正
反
尉
の
立
場
に
到
達
し
た
彼
で
あ
る
。

い
ま
、
ナ

 

チ
ス
的
な「

ド
イ
ツ
社
會
主
義」

の
著
の
あ
る
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
就
會
主
義
の
跪
圓
內
と
し
て
は
注
目
す

 

べ
き
著
作
で
あ
る
か
ら
、
筆
者
は
別
に
紹
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追
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